
　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
二
〇
二

二
年
三
月
十
七
日
二
〇
時
〇
〇
分
で
あ

る
。日
時
時
刻
迄
明
記
す
る
の
は
、ロ
シ
ア

の
侵
略
開
始
以
来
、時
々
刻
々
と
情
勢
は

変
化
し
、様
々
な
多
く
の
情
報
が
飛
交
い
、

本
当
に
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、不
明

な
事
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、二
〇
二
二
年
一
月
二
五

日
か
ら
起
算
し
て
も
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

に
関
し
て
は
既
に
一
万
八
千
字
を
超
え
る

文
書
を
書
き
、折
々
に
警
告
し
、ま
た
、今

後
の
展
開
を
述
べ
て
き
た
。一
月
二
五
日
の

私
の
会
員
制
メ
ル
マ
ガ「
S
I
A
評
論
」で

は「
露
中
北
鮮
の
動
き
と
緊
迫
す
る
世
界

情
勢
」題
し
て
一
文
を
纏
め
お
送
り
し
た
。

（
以
下
年
月
日
付
き
で
言
及
は
何
れ
も

S
I
A
評
論
）

　

そ
の
評
論
の
冒
頭
は
、〝
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
は
元
よ
り
、憲
法
九
条
死
守
を
叫
ぶ

人
々
、更
に
日
頃
の
人
道
主
義
者
も
含
め

た
人
々
の「
露
中
北
鮮
の
動
き
と
緊
迫
す

る
世
界
情
勢
」に
対
す
る
声
が
乏
し
い
」で

始
ま
っ
て
い
る
。以
下
、そ
の
一
部
を
表
題

で
追
っ
て
見
る
。

　

二
月
十
一
日
、「
三
国
干
渉
、チ
ェ
コ
割

譲
を
思
い
起
さ
せ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
」、

二
月
二
〇
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」、二
月
二
三

日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

そ
の
三（
通
算
第
四

回
）：
情
報
の
重
要
性
と
伝
達
手
段
」、二

月
二
四
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
有
情
」、二
月
二

五
日「『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
有
情
』へ
の
支
持
と

参
考
意
見
」、三
月
二
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
」、三
月
四
日「
日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
と
の
間
の
国
防
意
識
、国
家
意
識
の
相

違
？
」と
続
き
、日
本
の
敗
戦
一
九
四
五
年

八
月
以
降
の
国
民
意
識
と
世
界
の
現
実

と
の
相
違
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、三
月
五
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
：
二
月
二
四
日
│
三
月
五
日
迄
の
十

日
間
ロ
シ
ア
軍
の
行
動
分
析
」と
題
し

て
、こ
の
十
日
間
の
ロ
シ
ア
軍
の
作
戦
行

動
は
教
科
書
通
り
と
指
摘
し
、以
下
の
点

を
述
べ
た
。＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

第
二
次
世
界
大
戦
初
期
、ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
はB

litz
k
rie
g

（
英
語
表
記
で
は

L
igh
tn
in
g W
ar

）、電
撃
作
戦
で
周
辺

諸
国
を
席
巻
し
た
。そ
の
戦
術
と
は
以
下

の
通
り
。

①
空
爆

②
敵
の
前
線
の
背
後
の
重
要
拠
点
へ
の

落
下
傘
部
隊
の
降
下
攻
撃
と
重
要
拠
点

占
拠

③
戦
車
隊
に
よ
る
敵
前
線
の
突
破
と
敵

地
侵
入

④
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
戦
闘
兵
士
と
物
資

輸
送

　

二
一
世
紀
現
在
の
状
況
を
加
味
し
①
、

②
段
階
で
敵
の
航
空
・
レ
ー
ダ
ー
基
地
、

通
信
施
設
、電
力
発
電
所
等
設
備
の
破
壊

と
占
拠
と
な
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

少
し
、そ
の
前
後
を
要
約
し
纏
め
る

と
、ロ
シ
ア
軍
の
動
き
は
米
国
の
監
視
衛

星
に
よ
り
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
、「
米
国

政
府
の
一
般
広
報
の
前
に
更
に
詳
細
な
情

報
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
・
軍
関
係
者
に
は

伝
え
ら
れ
て
い
る
事
」、「
情
報
は
有
用
で

あ
る
が
、そ
れ
を
使
っ
た
一
撃
能
力
が
無

け
れ
ば
無
意
味
な
事
」、「
米
・
E
U
諸
国

を
初
め
と
す
る
世
界
か
ら
の
武
器
弾
薬
、

医
薬
品
、生
活
物
資
の
継
続
的
支
援
と
支

援
の
保
障
が
無
け
れ
ば
一
、二
週
間
が
限

度
で
そ
れ
以
上
持
ち
堪
え
ら
れ
な
い

事
」、「
ロ
シ
ア
軍
は
次
の
戦
略
と
し
て
海

外
か
ら
の
補
給
路
遮
断
を
目
指
す
事
」等

を
指
摘
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
事
は
、第
二
次
世
界
大
戦

だ
け
で
な
く
、こ
れ
迄
の
各
種
戦
闘
で
常

識
と
な
っ
て
い
る
教
科
書
通
り
の
軍
事
作

戦
で
あ
る
が
、最
近
二
〇
二
〇
年
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
も
近
い「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

と
ア
ル
メ
ニ
ア
」の
軍
事
衝
突
で
、ロ
シ
ア

が
支
援
し
武
器
供
与
を
行
っ
て
い
た
ア
ル

メ
ニ
ア
が
、ト
ル
コ
等
が
支
援
し
た
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
軍
事
的
に
は
大
敗
北
し

た
が
、ド
ロ
ー
ン
技
術
等
も
要
因
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
事
と
、今
回
の
ロ
シ
ア
軍
の

多
く
の
軍
事
専
門
家
の
想
定
を
超
え
た

遅
延
も
含
め
、三
月
十
五
日
に
は「
酷
評

さ
れ
て
い
る
プ
ー
チ
ン
氏
が
、ど
う
対
処

す
る
か
？
」と
疑
問
を
呈
し
た
が
、三
月

十
七
日
現
在
の
状
況
か
ら
以
下
、ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
を
展
望
す
る
。

情
報
戦
：
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、ロ
シ
ア
両
陣
営
の

自
己
正
当
化
と
世
界
の
反
応

　

最
新
の
技
術
も
駆
使
し
た
S
N
S
や

各
種
映
像
も
含
め
た
両
陣
営
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
、情
報
戦
は
ロ
シ
ア
軍
の
動
き
が

米
監
視
衛
星
等
で
昨
年
よ
り
相
当
に
一

般
に
も
開
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、ソ
連

時
代
以
来
の
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
・
諜
報
組

織
を
も
っ
て
し
て
も
ロ
シ
ア
は
太
刀
打
ち

で
き
ず
、欧
米
諸
国
を
中
心
に
心
情
的
、

経
済
的
側
面
だ
け
で
な
く
、武
器
弾
薬
を

含
め
た
軍
事
物
資
等
の
供
与
を
行
っ
て

お
り
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
が
圧
倒
的
に
有
利

な
状
況
で
あ
る
。

軍
事
状
況

　

多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に
と
っ
て
は

祖
国
防
衛
戦
争
で
あ
り
、同
じ
様
な
ロ
シ

ア
の
事
例
を
例
に
挙
げ
れ
ば
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
の
猛
攻
に
耐
え
た
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
以
上
に
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
士
気
は
高

く
、当
時
は
ソ
連
の
背
後
で
密
か
に
戦

車
、航
空
機
を
含
め
大
量
の
軍
事
物
資
を

供
給
し
た
米
国
が
、今
回
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
監
視
衛
星
に
よ
る
ロ
シ
ア
軍
情
報
だ

け
で
な
く
、対
戦
車
・
航
空
機
迎
撃
兵
器
・

弾
薬
含
め
供
給
し
て
い
る
。

　

N
A
T
O
を
含
め
欧
米
諸
国
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
を
阻
止
す

る
為
に
核
恫
喝
や
、東
部
を
中
心
と
す
る

親
ロ
シ
ア
の
ロ
シ
ア
系
住
民
の
協
力
も
二

〇
〇
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
軍
事
併
合
の
経

緯
も
あ
り
、機
能
し
て
い
る
と
は
言
え

ず
、停
滞
し
て
い
る
。

両
国
の
停
戦
、和
平
交
渉

　

こ
う
い
っ
た
中
、本
日
も
両
政
府
間
の

和
平
交
渉
和
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、ど
う

決
着
す
る
か
？

　

こ
の
点
に
付
い
て
は
一
月
二
五
日
の
記

事
以
来
再
三
述
べ
て
来
た
通
り
、当
事

者
で
は
無
い
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
内
部
に

抱
え
る
問
題
等
の
詳
細
は
把
握
し
て
い

な
い
の
で
、独
断
的
予
測
は
避
け
、両
国

が
置
か
れ
た
環
境
の
中
で
何
を
目
指

し
、死
守
す
る
か
を
想
定
し
議
論
を
整

理
す
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
す
れ
ば
、自
ら
に

は
何
ら
落
ち
度
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず

ソ
連
時
代
一
国
を
形
成
し
て
い
た
と
の
理

由
だ
け
で
、八
年
前
に
は
ク
リ
ミ
ア
を
奪

わ
れ
、今
回
も
一
方
的
に
軍
事
侵
攻
を
受

け
て
い
る
の
で
、二
月
二
四
日
以
前
の
状

態
へ
の
先
ず
は
回
復
と
、こ
れ
ま
で
に
奪

わ
れ
た
国
民
の
生
命
、財
産
に
対
す
る
補

償
、更
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
国
と
し

て
自
主
権
の
保
障
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
側
と
し
て
は
、ロ
シ
ア
側
が
軍

事
侵
攻
す
る
際
の
口
実
と
し
て
挙
げ
て
来

た
、東
部
を
中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
系
住
民

の
保
護
と
N
A
T
O
拡
大
阻
止
、そ
の
為

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
N
A
T
O
加
盟
禁
止
。

当
初
要
求
し
て
い
た
非
武
装
中
立
は
、日

本
の
敗
戦
後
の
占
領
軍
で
あ
る
米
国
を
中

心
と
す
る
勢
力
や
、な
ぜ
か
そ
れ
に
迎
合

し
た
マ
ス
コ
ミ
や
大
学
を
中
心
と
す
る
知

識
人
、更
に
共
産
党
や
共
産
党
と
深
い
関

係
に
あ
る
民
青
等
の
政
治
戦
術
上
の
非
武

装
中
立
論
を
除
け
ば
、世
界
的
に
は
時
代

や
場
所
を
問
わ
ず
通
用
し
な
い
完
全
な
服

従
、隷
属
を
求
め
る
要
求
で
あ
る
事
は
日

本
を
除
き
誰
の
目
に
も
明
白
。プ
ー
チ
ン

氏
も
交
渉
手
段
と
し
て
の
要
求
で
あ
り
、

本
気
で
求
め
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

我
々
が
想
定
す
る
、「
両
者
の
和
平
交

渉
に
置
い
て
死
守
す
べ
き
、又
強
く
要
求

す
る
」内
容
を
踏
ま
え
、今
後
の
展
望
を

述
べ
る
。

和
平
交
渉
展
望

　

世
評
で
は
プ
ー
チ
ン
の
老
化
、各
種

病
因
説
や
狂
人
説
迄
飛
び
出
し
、既
に
ロ

シ
ア
の
敗
北
、プ
ー
チ
ン
失
脚
説
ま
で
喧

伝
さ
れ
て
い
る
が
、果
た
し
て
ど
う
か
？

　

紙
面
の
都
合
も
あ
り
以
下
簡
潔
に
ま

と
め
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
と
し
て
は
、世
界
各
国
の
支
援
を
求
め

感
謝
し
つ
つ
も
、実
際
に
血
を
流
し
戦
い
、

犠
牲
を
払
っ
て
い
る
の
は
自
国
民
で
あ
る

が
、将
来
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
永
続
の
為
に
も

軍
事
的
圧
迫
に
よ
る
妥
協
は
何
と
し
て
も

避
け
た
い
。こ
の
点
は
、日
本
の
マ
ス
コ
ミ

や
評
論
家
の
発
言
を
見
て
い
る
と
戦
後
の

誤
っ
た
世
界
認
識
や
言
語
空
間
に
惑
わ
さ

れ
て
来
た
一
部
日
本
人
に
は
理
解
し
難
い

様
で
あ
る
が
、譲
れ
な
い
一
線
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
側
と
し
て
は
、特
に
プ
ー
チ
ン

氏
と
し
て
は
N
A
T
O
の
拡
大
阻
止
と
、

戦
端
を
開
い
た
以
上
は
そ
の
名
誉
の
為
に

も
親
ロ
シ
ア
系
住
民
の
保
護
と
な
る
。

　

集
約
す
る
と
、意
外
に
距
離
は
近
づ
い

て
来
る
。し
か
し
、大
問
題
が
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
見
た
場
合
の「
ク
リ

ミ
ア
収
奪
」と「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
二
州

の
二
月
二
二
日
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
独
立

承
認
と
今
後
の
傀
儡
国
家
建
設
の
動
き
」

で
あ
る
。

　

既
に
、N
A
T
O
問
題
は
今
回
の
軍
事

侵
略
に
よ
り
、プ
ー
チ
ン
氏
は
手
に
入
れ

た
様
で
あ
り
、残
り
の
争
点
は
ク
リ
ミ
ア

と
東
部
二
州
の
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
問
題
を
う
や
む
や
の
ま

ま
に
現
状
維
持（
三
月
十
七
日
の
占
領
状

況
）を
目
指
す
の
が
ロ
シ
ア
の
戦
略
で
あ

り
、こ
の
現
状
を
覆
す
手
立
て
や
展
望

は
、現
状
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
見
え
て

来
な
い
。

　

上
記
の
状
況
か
ら
、今
回
の
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
批
判
し
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
同
情
し
つ
つ
も
、現
状
の
日
本
の
状

態
で
は
、「
他
山
の
石
」と
し
て
教
訓
と
す

る
事
し
か
で
き
な
い
事
を
残
念
に
思
う
。

国際社会の
読み方

ウクライナが示した国際社会
佐々木賢治（国際ウォッチャー）

【新連載】

vol.1

322022年4月号



　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
二
〇
二

二
年
三
月
十
七
日
二
〇
時
〇
〇
分
で
あ

る
。日
時
時
刻
迄
明
記
す
る
の
は
、ロ
シ
ア

の
侵
略
開
始
以
来
、時
々
刻
々
と
情
勢
は

変
化
し
、様
々
な
多
く
の
情
報
が
飛
交
い
、

本
当
に
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、不
明

な
事
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、二
〇
二
二
年
一
月
二
五

日
か
ら
起
算
し
て
も
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

に
関
し
て
は
既
に
一
万
八
千
字
を
超
え
る

文
書
を
書
き
、折
々
に
警
告
し
、ま
た
、今

後
の
展
開
を
述
べ
て
き
た
。一
月
二
五
日
の

私
の
会
員
制
メ
ル
マ
ガ「
S
I
A
評
論
」で

は「
露
中
北
鮮
の
動
き
と
緊
迫
す
る
世
界

情
勢
」題
し
て
一
文
を
纏
め
お
送
り
し
た
。

（
以
下
年
月
日
付
き
で
言
及
は
何
れ
も

S
I
A
評
論
）

　

そ
の
評
論
の
冒
頭
は
、〝
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
は
元
よ
り
、憲
法
九
条
死
守
を
叫
ぶ

人
々
、更
に
日
頃
の
人
道
主
義
者
も
含
め

た
人
々
の「
露
中
北
鮮
の
動
き
と
緊
迫
す

る
世
界
情
勢
」に
対
す
る
声
が
乏
し
い
」で

始
ま
っ
て
い
る
。以
下
、そ
の
一
部
を
表
題

で
追
っ
て
見
る
。

　

二
月
十
一
日
、「
三
国
干
渉
、チ
ェ
コ
割

譲
を
思
い
起
さ
せ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
」、

二
月
二
〇
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」、二
月
二
三

日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

そ
の
三（
通
算
第
四

回
）：
情
報
の
重
要
性
と
伝
達
手
段
」、二

月
二
四
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
有
情
」、二
月
二

五
日「『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
有
情
』へ
の
支
持
と

参
考
意
見
」、三
月
二
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
」、三
月
四
日「
日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
と
の
間
の
国
防
意
識
、国
家
意
識
の
相

違
？
」と
続
き
、日
本
の
敗
戦
一
九
四
五
年

八
月
以
降
の
国
民
意
識
と
世
界
の
現
実

と
の
相
違
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、三
月
五
日「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
：
二
月
二
四
日
│
三
月
五
日
迄
の
十

日
間
ロ
シ
ア
軍
の
行
動
分
析
」と
題
し

て
、こ
の
十
日
間
の
ロ
シ
ア
軍
の
作
戦
行

動
は
教
科
書
通
り
と
指
摘
し
、以
下
の
点

を
述
べ
た
。＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

第
二
次
世
界
大
戦
初
期
、ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
はB

litz
k
rie
g

（
英
語
表
記
で
は

L
igh
tn
in
g W
ar

）、電
撃
作
戦
で
周
辺

諸
国
を
席
巻
し
た
。そ
の
戦
術
と
は
以
下

の
通
り
。

①
空
爆

②
敵
の
前
線
の
背
後
の
重
要
拠
点
へ
の

落
下
傘
部
隊
の
降
下
攻
撃
と
重
要
拠
点

占
拠

③
戦
車
隊
に
よ
る
敵
前
線
の
突
破
と
敵

地
侵
入

④
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
戦
闘
兵
士
と
物
資

輸
送

　

二
一
世
紀
現
在
の
状
況
を
加
味
し
①
、

②
段
階
で
敵
の
航
空
・
レ
ー
ダ
ー
基
地
、

通
信
施
設
、電
力
発
電
所
等
設
備
の
破
壊

と
占
拠
と
な
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

少
し
、そ
の
前
後
を
要
約
し
纏
め
る

と
、ロ
シ
ア
軍
の
動
き
は
米
国
の
監
視
衛

星
に
よ
り
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
、「
米
国

政
府
の
一
般
広
報
の
前
に
更
に
詳
細
な
情

報
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
・
軍
関
係
者
に
は

伝
え
ら
れ
て
い
る
事
」、「
情
報
は
有
用
で

あ
る
が
、そ
れ
を
使
っ
た
一
撃
能
力
が
無

け
れ
ば
無
意
味
な
事
」、「
米
・
E
U
諸
国

を
初
め
と
す
る
世
界
か
ら
の
武
器
弾
薬
、

医
薬
品
、生
活
物
資
の
継
続
的
支
援
と
支

援
の
保
障
が
無
け
れ
ば
一
、二
週
間
が
限

度
で
そ
れ
以
上
持
ち
堪
え
ら
れ
な
い

事
」、「
ロ
シ
ア
軍
は
次
の
戦
略
と
し
て
海

外
か
ら
の
補
給
路
遮
断
を
目
指
す
事
」等

を
指
摘
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
事
は
、第
二
次
世
界
大
戦

だ
け
で
な
く
、こ
れ
迄
の
各
種
戦
闘
で
常

識
と
な
っ
て
い
る
教
科
書
通
り
の
軍
事
作

戦
で
あ
る
が
、最
近
二
〇
二
〇
年
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
も
近
い「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

と
ア
ル
メ
ニ
ア
」の
軍
事
衝
突
で
、ロ
シ
ア

が
支
援
し
武
器
供
与
を
行
っ
て
い
た
ア
ル

メ
ニ
ア
が
、ト
ル
コ
等
が
支
援
し
た
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
軍
事
的
に
は
大
敗
北
し

た
が
、ド
ロ
ー
ン
技
術
等
も
要
因
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
事
と
、今
回
の
ロ
シ
ア
軍
の

多
く
の
軍
事
専
門
家
の
想
定
を
超
え
た

遅
延
も
含
め
、三
月
十
五
日
に
は「
酷
評

さ
れ
て
い
る
プ
ー
チ
ン
氏
が
、ど
う
対
処

す
る
か
？
」と
疑
問
を
呈
し
た
が
、三
月

十
七
日
現
在
の
状
況
か
ら
以
下
、ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
を
展
望
す
る
。

情
報
戦
：
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、ロ
シ
ア
両
陣
営
の

自
己
正
当
化
と
世
界
の
反
応

　

最
新
の
技
術
も
駆
使
し
た
S
N
S
や

各
種
映
像
も
含
め
た
両
陣
営
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
、情
報
戦
は
ロ
シ
ア
軍
の
動
き
が

米
監
視
衛
星
等
で
昨
年
よ
り
相
当
に
一

般
に
も
開
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、ソ
連

時
代
以
来
の
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
・
諜
報
組

織
を
も
っ
て
し
て
も
ロ
シ
ア
は
太
刀
打
ち

で
き
ず
、欧
米
諸
国
を
中
心
に
心
情
的
、

経
済
的
側
面
だ
け
で
な
く
、武
器
弾
薬
を

含
め
た
軍
事
物
資
等
の
供
与
を
行
っ
て

お
り
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
が
圧
倒
的
に
有
利

な
状
況
で
あ
る
。

軍
事
状
況

　

多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に
と
っ
て
は

祖
国
防
衛
戦
争
で
あ
り
、同
じ
様
な
ロ
シ

ア
の
事
例
を
例
に
挙
げ
れ
ば
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
の
猛
攻
に
耐
え
た
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
以
上
に
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
士
気
は
高

く
、当
時
は
ソ
連
の
背
後
で
密
か
に
戦

車
、航
空
機
を
含
め
大
量
の
軍
事
物
資
を

供
給
し
た
米
国
が
、今
回
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
監
視
衛
星
に
よ
る
ロ
シ
ア
軍
情
報
だ

け
で
な
く
、対
戦
車
・
航
空
機
迎
撃
兵
器
・

弾
薬
含
め
供
給
し
て
い
る
。

　

N
A
T
O
を
含
め
欧
米
諸
国
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
を
阻
止
す

る
為
に
核
恫
喝
や
、東
部
を
中
心
と
す
る

親
ロ
シ
ア
の
ロ
シ
ア
系
住
民
の
協
力
も
二

〇
〇
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
軍
事
併
合
の
経

緯
も
あ
り
、機
能
し
て
い
る
と
は
言
え

ず
、停
滞
し
て
い
る
。

両
国
の
停
戦
、和
平
交
渉

　

こ
う
い
っ
た
中
、本
日
も
両
政
府
間
の

和
平
交
渉
和
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、ど
う

決
着
す
る
か
？

　

こ
の
点
に
付
い
て
は
一
月
二
五
日
の
記

事
以
来
再
三
述
べ
て
来
た
通
り
、当
事

者
で
は
無
い
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
内
部
に

抱
え
る
問
題
等
の
詳
細
は
把
握
し
て
い

な
い
の
で
、独
断
的
予
測
は
避
け
、両
国

が
置
か
れ
た
環
境
の
中
で
何
を
目
指

し
、死
守
す
る
か
を
想
定
し
議
論
を
整

理
す
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
す
れ
ば
、自
ら
に

は
何
ら
落
ち
度
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず

ソ
連
時
代
一
国
を
形
成
し
て
い
た
と
の
理

由
だ
け
で
、八
年
前
に
は
ク
リ
ミ
ア
を
奪

わ
れ
、今
回
も
一
方
的
に
軍
事
侵
攻
を
受

け
て
い
る
の
で
、二
月
二
四
日
以
前
の
状

態
へ
の
先
ず
は
回
復
と
、こ
れ
ま
で
に
奪

わ
れ
た
国
民
の
生
命
、財
産
に
対
す
る
補

償
、更
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
国
と
し

て
自
主
権
の
保
障
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
側
と
し
て
は
、ロ
シ
ア
側
が
軍

事
侵
攻
す
る
際
の
口
実
と
し
て
挙
げ
て
来

た
、東
部
を
中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
系
住
民

の
保
護
と
N
A
T
O
拡
大
阻
止
、そ
の
為

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
N
A
T
O
加
盟
禁
止
。

当
初
要
求
し
て
い
た
非
武
装
中
立
は
、日

本
の
敗
戦
後
の
占
領
軍
で
あ
る
米
国
を
中

心
と
す
る
勢
力
や
、な
ぜ
か
そ
れ
に
迎
合

し
た
マ
ス
コ
ミ
や
大
学
を
中
心
と
す
る
知

識
人
、更
に
共
産
党
や
共
産
党
と
深
い
関

係
に
あ
る
民
青
等
の
政
治
戦
術
上
の
非
武

装
中
立
論
を
除
け
ば
、世
界
的
に
は
時
代

や
場
所
を
問
わ
ず
通
用
し
な
い
完
全
な
服

従
、隷
属
を
求
め
る
要
求
で
あ
る
事
は
日

本
を
除
き
誰
の
目
に
も
明
白
。プ
ー
チ
ン

氏
も
交
渉
手
段
と
し
て
の
要
求
で
あ
り
、

本
気
で
求
め
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

我
々
が
想
定
す
る
、「
両
者
の
和
平
交

渉
に
置
い
て
死
守
す
べ
き
、又
強
く
要
求

す
る
」内
容
を
踏
ま
え
、今
後
の
展
望
を

述
べ
る
。

和
平
交
渉
展
望

　

世
評
で
は
プ
ー
チ
ン
の
老
化
、各
種

病
因
説
や
狂
人
説
迄
飛
び
出
し
、既
に
ロ

シ
ア
の
敗
北
、プ
ー
チ
ン
失
脚
説
ま
で
喧

伝
さ
れ
て
い
る
が
、果
た
し
て
ど
う
か
？

　

紙
面
の
都
合
も
あ
り
以
下
簡
潔
に
ま

と
め
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
と
し
て
は
、世
界
各
国
の
支
援
を
求
め

感
謝
し
つ
つ
も
、実
際
に
血
を
流
し
戦
い
、

犠
牲
を
払
っ
て
い
る
の
は
自
国
民
で
あ
る

が
、将
来
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
永
続
の
為
に
も

軍
事
的
圧
迫
に
よ
る
妥
協
は
何
と
し
て
も

避
け
た
い
。こ
の
点
は
、日
本
の
マ
ス
コ
ミ

や
評
論
家
の
発
言
を
見
て
い
る
と
戦
後
の

誤
っ
た
世
界
認
識
や
言
語
空
間
に
惑
わ
さ

れ
て
来
た
一
部
日
本
人
に
は
理
解
し
難
い

様
で
あ
る
が
、譲
れ
な
い
一
線
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
側
と
し
て
は
、特
に
プ
ー
チ
ン

氏
と
し
て
は
N
A
T
O
の
拡
大
阻
止
と
、

戦
端
を
開
い
た
以
上
は
そ
の
名
誉
の
為
に

も
親
ロ
シ
ア
系
住
民
の
保
護
と
な
る
。

　

集
約
す
る
と
、意
外
に
距
離
は
近
づ
い

て
来
る
。し
か
し
、大
問
題
が
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
見
た
場
合
の「
ク
リ

ミ
ア
収
奪
」と「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
二
州

の
二
月
二
二
日
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
独
立

承
認
と
今
後
の
傀
儡
国
家
建
設
の
動
き
」

で
あ
る
。

　

既
に
、N
A
T
O
問
題
は
今
回
の
軍
事

侵
略
に
よ
り
、プ
ー
チ
ン
氏
は
手
に
入
れ

た
様
で
あ
り
、残
り
の
争
点
は
ク
リ
ミ
ア

と
東
部
二
州
の
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
問
題
を
う
や
む
や
の
ま

ま
に
現
状
維
持（
三
月
十
七
日
の
占
領
状

況
）を
目
指
す
の
が
ロ
シ
ア
の
戦
略
で
あ

り
、こ
の
現
状
を
覆
す
手
立
て
や
展
望

は
、現
状
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
見
え
て

来
な
い
。

　

上
記
の
状
況
か
ら
、今
回
の
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
批
判
し
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
同
情
し
つ
つ
も
、現
状
の
日
本
の
状

態
で
は
、「
他
山
の
石
」と
し
て
教
訓
と
す

る
事
し
か
で
き
な
い
事
を
残
念
に
思
う
。

追
伸
：
朝
鮮
戦
争
と
い
い
、今
回
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
と
い
い
米
国
首
脳
の
軽
率
な
発

言
が
、軍
事
侵
攻
を
誘
発
し
た
歴
史
的
資

料
と
兆
候
は
十
分
に
あ
っ
た
が
、そ
の
間
隙

を
素
早
く
軍
事
的
に
利
用
す
る
程
、金
日

成
、ス
タ
ー
リ
ン
、プ
ー
チ
ン
氏
は
軍
事
的

視
点（
戦
後
の
日
本
の
流
行
語
で
言
え
ば

軍
国
主
義
）、軍
事
優
先
主
義
で
国
際
社
会

を
見
据
え
、理
解
し
て
い
た
証
で
あ
る
。今

回
の
ロ
シ
ア
す
ら
赤
面
す
る
程
の
強
引
な

「
捏
造
・
正
当
化
」で
チ
ベ
ッ
ト
に
軍
事
侵
攻

し
併
合
し
た
の
が
毛
沢
東
、中
華
人
民
共

和
国
で
あ
る
。何
れ
も
日
本
と
国
境
を
接
す

る
国
で
あ
る
。そ
う
い
っ
た
国
は
日
本
だ
け

で
あ
る
が
、一
九
七
〇
、八
〇
年
代
日
本
の

経
済
界
の
重
鎮
と
さ
れ
る
多
く
の
人
々
が

日
経
新
聞
紙
上
の
私
の
履
歴
書
で
毛
沢
東

を
礼
賛
し
続
け
た
事
も
含
め
、沈
黙
し
続

け
た
日
本
は
諸
外
国
か
ら
見
れ
ば
実
は
困

っ
た
国
だ
っ
た
と
い
え
る
。
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